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環境 

対応 OSの変更 

Red Hat Enterprise Linux 7に対応いたしました。 

 

Red Hat Enterprise Linux 5に関しては、今回のアップデートが最終のメジャー、マイ

ナーバージョンアップとなり、以後は不具合対応のバージョンアップのみとなりま

す。 

Red Hat Enterprise Linux 7サーバを利用される際の注意点 

 コマンドラインでの X-MONの再起動について 

Red Hat Enterprise Linux 7では以下のコマンドで X-MON起動・停止・再起動を

制御します。 

/usr/local/sbin/x-mon-restart ：X-MONプロセスを再起動します。 

/usr/local/sbin/x-mon-start   ：X-MONプロセスを起動します。 

/usr/local/sbin/x-mon-stop   ：X-MONプロセスを停止します。 

コマンド発行例 

[root@localhost ~]# /usr/local/sbin/x-mon-restart  

Stopping nsca (via systemctl):                             [  OK  ] 

Stopping x-mon (via systemctl):                            [  OK  ] 

Starting x-mon (via systemctl):                            [  OK  ] 

Starting nsca (via systemctl):                             [  OK  ] 

[root@localhost ~]# /usr/local/sbin/x-mon-stop 

Stopping nsca (via systemctl):                             [  OK  ] 

Stopping x-mon (via systemctl):                            [  OK  ] 

[root@localhost ~]# /usr/local/sbin/x-mon-start 

Starting x-mon (via systemctl):                            [  OK  ] 

Starting nsca (via systemctl):                             [  OK  ] 

 

Red Hat Enterprise Linux 6、Red Hat Enterprise Linux 5のサーバを利用されてい

る場合、従来通り「service」コマンドもしくは「/etc/init.d/x-mon」コマンドをご

利用ください。 
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 X-MONのバックアップについて 

Red Hat Enterprise Linux 6以前のサーバにインストールした X-MONで取得した

バックアップファイルを、Red Hat Enterprise Linux 7サーバにインストールした

X-MONにリストアすることが可能です。 

しかし、Red Hat Enterprise Linux 7サーバにインストールした X-MONで取得し

たバックアップファイルを、Red Hat Enterprise Linux 6以前のサーバにインスト

ールした X-MONにリストアすることはできません。 

 

関連アプリケーションの追加 

Zend OPcacheを追加し、管理画面全体の速度を向上させました。 

 

rrdcachedを追加し、グラフ関係のサーバ負荷を軽減させました。 
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機能追加 

グラフ機能 

グラフの画面を大幅に変更しました。 

直感的な操作で、グラフデータの確認が行えるようになりました。 
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以下の操作が新たに行えるようになっています。 

・ グラフ上にマウスオーバするとその時点でのデータを表示します。 

 

・マウスドラッグで範囲選択を行うと、選択範囲内のより詳細なデータを確認ができ

ます。 
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・項目名をクリックするとグラフラインの表示の ON/OFFを切り替えることができま

す。 

 

 

 

 

  



8 
 

稼働率 

監視メニューに稼働率の表示機能が新たに実装されました。 

指定した期間のホストやサービスの稼働率を算出します。 

 

稼働率は任意のホストを選択し、対象とする期間を指定して、算出ボタンを押すこと

で結果が表示されます。 
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算出の計算式に関しては、オンラインヘルプを参照してください。 
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サービス一括削除 

サービス設定一括変更画面で、選択したサービスの「一括削除」が行えるようになり

ました。 

 

ホストに関しては、従来通りホスト一覧にて、チェックボックスで削除する形になり

ます。 

 

自動復旧エスカレーションコマンド 

以下の監視用コマンドの補助機能としてエスカレーションコマンドが追加されまし

た。 

 

対象のサービスプラグイン 

    ・Webコンテンツ改ざん監視 

    ・Webコンテンツ改ざん監視(一括監視) 

    ・WMIによるWindowsイベントログ監視 

    ・WMIによるWindowsイベントログ監視(自動復旧) 

 

 

これまで、上記のサービスプラグインを利用した監視では 

障害発生後の復旧を、以下の管理画面で削除することで行っていました。 

 

警告管理画面 

    ・Web改ざん警告管理 

    ・Windowsイベントログ警告管理 

 

 

本バージョンより、以下のエスカレーションコマンドを、 

上記のサービスプラグインを利用した監視サービスに設定しておくことで、 

障害発生時に管理画面の操作を行わずに自動で障害を復旧できるようになりました。 

 

新規実装されたエスカレーションコマンド 

    ・Web改ざん警告リセット 

    ・Windowsイベントログ警告リセット 

 

  



11 
 

AWSカスタムメトリックス監視 

AWSの CloudWatchにて標準メトリックス以外にも、設定を行なったカスタムメトリ

ックスの値を、X-MONで監視・グラフ表示が行えるようになりました。 

 

AWSカスタムメトリックス監視のサービスプラグインにて監視設定を行って下さい。 

 

NRPE任意監視 

NRPE経由で任意のコマンド発行結果を監視する、サービス監視用コマンドが追加さ

れ、監視対象に設置したコマンドを、X-MONから実行し監視を行えるようになりまし

た。 

 

IIS再起動コマンド Windows2012R2対応 

エスカレーションコマンドの「IIS再起動」コマンドが、Windows2012R2に対応しま

した。 
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変更箇所 

X-MON3.3.0にて以下の変更が加わりました。 

 

管理者メニュー再編・ページ遷移改修 

管理者メニューの表示が変わりました。 

関連する設定内容ごとにグループ分けされており、 

「>」 マークをクリックするとグループ分けされた内容が展開されます。 
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グループ内の管理画面には、上部のリンクから遷移できるようになりました。 

 

 

 

また、各管理画面の上部または下部のみに表示されていた画面遷移のための操作ボタ

ンが上下どちらにも表示されるようになりました。 
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イベントログ保持期間延長 

これまで 6カ月保存していたイベントログを 2年間保存するように変更しました。 

 

AWS新リージョン対応 

フランクフルトリージョン、ソウルリージョンが選択可能になりました。 

 

AWS/RDS 空き容量の監視プラグインのしきい値指定方法の変更 

AWS/RDS の空き容量を監視する以下のプラグインのしきい値の設定方法を変更しま

した。 

 

対象のサービスプラグイン 

    ・AWS/RDS 空きストレージ監視 

    ・AWS/RDS 空きメモリ監視 

 

 

これまで、上記プラグインの監視しきい値で、空き容量が一定の値を下回った時に異

常とするためには、数値の後に「:(コロン)」を記載する必要がありましたが、自動的

に「:(コロン)」を付与し、下限値を下回った時に異常となるように調整いたしまし

た。 

 

従来通り、しきい値を上回った場合に警告を発生させる場合は、数値の前に「:(コロ

ン)」を記載する必要があります。 
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Windowsイベントログ監視機能 

対象のサービスプラグイン 

    ・WMIによるWindowsイベントログ監視 

    ・WMIによるWindowsイベントログ監視(自動復旧) 

 

上記のコマンドに以下の機能が追加されました。 

 

ステータス情報の表示ログ件数の選択機能 

これまで、一度のチェックで複数のログを検出した場合、ステータス情報にログが 1

件しか出力されませんでしたが、検知したログを全て出力するように設定変更できる

ようになりました。 

 

過去の警告履歴の保存・参照機能 

 

Windowsイベントログ警告管理画面で削除した警告が、過去の警告の履歴として保存

されるようになりました。 

バージョンアップ後に削除した警告は過去の警告履歴画面より確認ができます。 
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不具合の修正 

APIメソッドの不具合修正 

API経由でホストの追加を行った際に、指定した監視パッケージ IDを含む監視パッケ

ージ IDも、合わせてサービス登録されてしまう不具合を修正しました。 

ログインの不具合修正 

X-MON 2.xの設定をコンバートした際に、X-MON 3.xで一度もユーザ情報を変更して

いないユーザがログインできない不具合を修正ました。 

イベントログの不具合修正 

大量のイベントログを一度に CSV出力する際に、ダウンロードできなくなる不具合を

修正しました。 

サービス一覧表示の不具合修正 

VMwareハードウェア監視のように、ホストリソース表示に含まれないサービスしか

設定されていない場合も、ホストリソース表示のグラフアイコンが表示される不具合

を修正しました。 

ビジュアルマップの不具合修正 

ビジュアルマップ用のアイコンアップロード画面にて、アップロードする PNG画像

の拡張子が大文字の場合、アップロードに失敗する不具合を修正しました。 

Web改ざん警告管理の不具合修正 

警告ログを削除できない閲覧権限ユーザにも、警告削除の説明文が出る不具合を修正

しました。 

Windowsイベントログ警告管理の不具合修正 

警告ログを削除できない閲覧権限ユーザにも、警告削除の説明文が出る不具合を修正

しました。 

監視テスト機能の不具合修正 

バックアップから復元を行なった際に、監視テストが不安定になる不具合を修正しま

した。 

MSSQL監視、RADIUS監視で、監視は正常に行える状態でも、監視テスト機能が失

敗する不具合を修正しました。 
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監視の不具合修正 

AWS/EC2トラフィック監視 

監視の出力で誤って「Bit」と記載されていた箇所を「bits/min」に修正しました。 

 

VMwareトラフィック監視 

監視の出力で誤って「Kbps」と記載されていた箇所を「kB/s」に修正しました。 

 

WEB改ざん監視 

監視除外の行数が多すぎる際に、監視が異常終了する不具合を修正しました。 

 

一括指定において、HTMLタグにアトリビュートが付与されている際にリンクを正し

く検出できない不具合を修正しました。 

 

 

 

 


